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実施体制

プログラム・ディレクター
(PD)

プログラム・オフィサー
(PO)

アドバイザー

⽊本 昌秀
⽂部科学省技術参与
国⽴環境研究所理事⻑

[領域課題 1,2] 岩崎 俊樹
⽂部科学省アドバイザー
東北⼤学⼤学院理学研究科名誉教授

[領域課題 3,4] 中北 英⼀
⽂部科学省技術参与
京都⼤学防災研究所
気候変動適応研究センター⻑

住 明正
⽂部科学省アドバイザー
東京⼤学客員研究員・名誉教授

ターゲット・概要
〇気候変動予測先端研究プログラムにおいては、気候変動研究の基盤的な

研究を継続し、気候変動研究の基盤を⽀える。

〇ユーザーニーズを踏まえ、地域別予測、近未来予測、AI活⽤といった
最新動向に対応し、国際競争⼒の向上や社会実装（気候変動対策）の
ために必要な取組を推進する。

SNENTAN Program Overview     

カーボンバジェット評価に向けた
気候予測シミュレーション技術の
研究開発（物質循環モデル）

気候変動予測と気候予測
シミュレーション技術の⾼度化
（全球気候モデル）

⽇本域における気候変動予測の⾼度化

ハザード統合予測モデルの開発

東京⼤学⼤気海洋研究所（AORI）

海洋研究開発機構（JAMSTEC）

気象業務⽀援センター

京都⼤学防災研究所

領域課題 2

代表機関

代表機関

代表機関

代表機関

領域課題 3

領域課題 4

領域課題 1

本研究プログラムでは、気候変動適応策・脱炭素社会の実現に向けた緩和策に
活⽤される科学的根拠を創出・提供することを⽬指します。



IPCC第6次評価報告書(2021-22)
第1作業部会
⼈間の影響が⼤気、海洋及び陸域を
温暖化させてきたことには疑う余地
がない。
第2作業部会
⼈為起源の気候変動により、⾃然の
気候変動の範囲を超えて、⾃然や⼈
間に対して広範囲にわたる悪影響と
それに関連した損失と損害を引き起
こしている。
第3作業部会
我々は、温暖化を1.5℃に抑制する経
路上にない。
2010〜19年の温室効果ガス排出量の
年平均値は、⼈類史上最⾼となった。



【4つの領域課題】FYR 2022-2027

3. ⽇本域における気候変動予測の⾼度化

「⾏動につながる気候科学」を⽬指し、気候変動
ナショナルシナリオ構築に向けた研究を推進する

対策に資する情報の提供
 ダウンスケール
 気候予測データセット

領域代表者 辻野 博之
気象業務支援センター 室長

4. ハザード統合予測モデルの開発

⾵⽔害・⽔資源のプロセスモデル⾼度化・統合化と
防災気候情報等の極端現象の将来予測

領域代表者 森 信人
京都大学防災研究所 教授

 複合災害を含むハザードモデル開発・予測
洪⽔、⾼潮、強⾵、⼟⽯流、海洋熱波

2. カーボンバジェット評価に向けた気候予測ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技術の研究開発（物質循環モデル）

⽣態系や⼈間活動を含んだ地球環境モデルを構築し、
気候変動対策の意思決定に貢献する

 地球システムモデルの開発・応⽤
メタン・N2O・エアロゾル、永久凍⼟融解、
極域氷床、森林⽕災…

 緩和シナリオに対する地球環境の応答
カーボンバジェット評価

領域代表者 河宮未知生
海洋研究開発機構 センター長

1. 気候変動予測と気候予測シミュレーション技術の⾼度化（全球気候モデル）

エビデンスに基づく地球システム変動の理解と予測

 全球気候モデル開発

領域代表者 渡部 雅浩
東京大学大気海洋研究所 教授

 気候・極端気象変化の理解と予測
イベントアトリビューション⽇最⾼気温

FAR =  0.23〜1
発⽣確率：1.3倍 〜 >数万倍以上
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極端気象の変化に対する
⼈間活動の寄与推定



CMIP7

目標およびタイムライン
FY2022
1年⽬

FY2023
2年⽬

FY2024
3年⽬

FY2025
4年⽬

FY2026
5年⽬

要素モデル開発
地球システムモデル統合
プロダクトランに向けたシナリオ・モデル開発
統合ハザードモデル開発
気候変動・炭素循環・極端気象の説明可能性・
予測可能性・要因分析
温暖化レベルによるリスク情報統合⼿法開発

国際連携

気候変動予測プロダクトラン
⼤アンサンブル実験
⾼解像度実験
アクショナブルEA
リスク評価、適応戦略研究の推進

⽇本の気候変動2025 気候変動データセット2027

IPCC AR7


